




[要約]HTLV-1の感染の診断では1つには抗体検査で感染の確定的な証明が困難な場合があ

ること、2 つにはいろいろな抗体検査法で得られた抗体価と感染との相関が問題になって

いる。この問題解明には、抗原の検索が重要な手段になると考え、いろいろな抗体のパタ

ーンを示す血液 80 検体よりリンパ球を分離、抗体陰性のリンパ球と混合培養し、抗原の誘

導を行うことにより抗体価と抗原発現との相関を検討した。抗体測定法のうち蛍光抗体法

(IF 法)が抗原の検出とよく相関したがゼラチン粒子凝集法(PA 法)では低値のものは抗原

の発現はみられず、またウエスタンﾌブロット法(WB法)では HTLV-1 特異抗体のバンドが揃

っているものが抗原の発現とよく一致した。 


